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-
|
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
|
|

木

原

正

雄

経
済
学
の
対
象
は
、
た
ん
に
資
本
主
義
生
産
関
係
に
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
経
済
学
士
、

に
お
け
る
物
質
的
生
活
資
料
の
生
産
と
交
換
と
を
支
配
す
る
諸
法
則
」
主
、
そ
の
発
展
に
お
い
て
研
究
す
る
科
学
で
あ
る
、
と
の
ベ
、

v
l
ニ

γ
も
ま
た
、
生
産
と
分
配
の
社
会
関
係
昔
、
そ
の
発
展
に
お
い
て
研
究
す
る
科
学
と
規
定

υ、
広
い
意
味
で
白
経
済
学
の
存
在

世
主
張
し
た
こ
と
は
、
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
ヤ
背
山
味
で
の
経
済
学
は
、
日
本
の
経
済
学
界
で
は
、

あ
ま
り
注
意
を
ひ
か
な
か
っ
た
@
反
対
に
、
経
済
学
は
、
資
本
主
義
生
産
様
式
の
み
を
研
究
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、

「
人
間
の
社
会

広
い
意
味
で
の
経
済
学
を
い
ち
お
う
み
と
め
る
ひ
と
び
と
も
、
た
だ
、
資
本
主
義

b
zぴ
一
般
に
商
品
生
産
関
係
士
、
発
生
、
発
展
、

消
滅
D
見
地
か
ら
の
み
研
究
す
る
こ
と
が
、
広
H
意
味
で
の
経
済
学
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。

(2) (1) 

エ
y
J
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
1
リ
ジ
グ
諭
』
邦
訳
大
月
害
届
版
マ
山
日
夕
久

u
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集

ν
i
-
ン

著

作

集

第

四

阪

第

四

巻

三

二

四

0
ペ
ー
ジ
参
附
。

第
十
四
巻

一
一
七
九
ペ
ー
ジ
。

も
ち
ろ
ん
、
人
聞
の
社
会
に
沿
け
る
物
質
的
件
活
資
料
白
生
産
と
空
換
と
を
支
配
す
る
諸
法
則
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
た
ん
に
歴
史

上
特
定
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
関
係
に
共
通
な
発
展
法
則
珍
研
究
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
い
。
あ
ら
一
ゆ
る
社
会
的
生
産
様
式
は
、



生
産
力
と
生
産
関
係
の
特
有
な
闘
係
を
も
っ
て
い
円
る
。
ま
だ
ど
D
よ
う
な
社
会
で
も
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
白
あ
H
だ
の
矛
盾
は
存

在
す
一
心
。
し
た
が
っ
て
、
矛
盾
白
形
態
、
生
産
力
の
発
展
方
向
、
そ
の
テ
ン
ポ
、
生
産
力
の
発
展
に
か
う
じ
た
人
間
と
人
間
と
の
関
係
、

そ
り
変
化
な
ど
は
、
す
べ
て
研
究
の
対
象
た
ら
ざ
る
を
え
左
い
。

経
済
学
は
、

一
つ
の
歴
史
科
学
で
あ
り
、
す
べ
て
の
圏
、
す
ベ

τ白
歴
史
的
時
代
に
と
っ

τ同
一
で
は
あ
り
え
な
い
。
共
産
主
義
生

産
様
式
(
社
会
主
義
の
段
階
を
も
ふ
く
め
て
)
白
も
と
で
は
、
他
心
生
産
様
式
の
も
と
で
と
は
こ
と
た
る
諸
法
則
が
存
在
し
、
作
用
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
上
特
定
白
生
産
様
式
の
一
生
産
関
係
の
合
法
則
性
を
研
究
す
る
も
の
一
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
共
産
主
義
の
経
済
理
論
は
、
資
木
主
義
白
そ
れ
と
は
と
と
な
る
し
、
対
象
も
、
方
法
も
、
解
明
す
守
へ
き
合
法
則
性
も
と
と
な

日
、
合
法
則
性
白
表
現
形
態
と
し
て
白
経
済
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
ま
た
己
と
な
る
こ
と
は
、

hv
う
ま
で
も
な
h
。

こ
の
点
で
、
せ
ま
加
意
味
で
の
経
済
学
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
上
特
定
白
生
産
様
式
全
対
象
と
す
る
も
心
で
あ
担
、
資
本
主
義
生
産

様
式
に
た
い
し
て
は
、
資
本
主
義
経
済
学
が
存
在
す
る
。
己
白
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
-
定
の
歴
史
的
生
産
様
式
に
対
応
し
て
、

「

せ

ま
hv
意
味
で
の
経
済
学
」
が
存
在
す
る
。

で
は
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

広
い
意
味
で
の
経
済
学
は
、
モ
れ
ぞ
れ
白
歴
史
上
特
定
の
生
産
様
式
の
特
殊
左
合
法
則
性
昔
、
発
生
、
発
展
、
消
滅
の
見
地

b
b統

一
的
、
包
括
的
に
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
℃
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
は
、
た

ん
に
モ
れ
モ
れ
心
歴
史
上
特
定
日
生
産
様
式
に
共
通
な
法
則
を
研
究
す
る
も
の
で
は
左
い
し
、
ま
た
、
せ
ま
い
意
味
で
の
経
済
学
の
、

た
ん
な
る
よ
せ
あ
つ
め
で
も
た
い
。

経
済
学
の
対
象
を
、
あ
h
J
ゆ
る
歴
史
的
生
産
様
式
に
共
通
訟
法
則
心
研
究
に
限
定
す
る
な
b
ば
、
経
済
法
則
を
自
然
白
法
則
と
混
同

社
会
主
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経
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成
と
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民
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社
会
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成
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九
一
巻
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四
号

四

ず
る
あ
干
ま
り
を
治
よ
か
し
、
生
産
関
係
を
技
術
的
諸
関
係
と
同
一
視
し
、
生
産
力
を
た
ん
に
技
術
に
帰
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

産
関
係
白
歴
史
的
、
質
的
特
性
を
ま
り
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。

ソ
連
邦
で
は
、
か
つ
て

一
九
二

0
年
代
の
は
じ
め
、
生
産
力
を
自
然
白
エ
レ
メ
ソ
ト
と
し
て
の
み
理
解
し
、
そ
の
社
会
的
性
格
を

否
定
す
る
あ
干
ま
り
を
お
か
し
た
ル
l
ピ
ソ
干
、
生
産
力
の
一
つ
の
エ
レ
メ

γ
y
h
k
す
ぎ
な
い
技
術
を
、
生
産
力
と
同
一
視
し
、
ま
た

技
術
と
労
働
用
具
と
を
同
一
視
し
た
ブ
ハ

1
リ
ソ
な
ど
の
見
解
が
批
判
さ
れ
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
歴
史
上
特
定
の
生
産
関
係
が
も
っ
質
的
特
性
を
無
視
し
、

一
つ
の
生
産
関
係
の
諸
法
則
昔
、
機
械
的
に
他
の
生
産
関
係
に

も
お
し
ひ
ろ
げ
よ
ろ
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
機
械
論
者
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
ひ
と
び
と
は
、
商
品
生
産
の
法
別
で
あ
る
価
値
法
則
を
、

あ
ら
ゆ
る
生
産
関
係
に
ま
で
治
し
ひ
ろ
め
、
超
歴
史
的
友
法
則
に
か
え
、
そ
の
社
会
的
性
質
を
ま
っ
殺
し
、
た
ん
た
る
自
然
の
法
則
に

還
元
し
て
し
ま
ヮ
た
。
ポ
グ
ダ
1
ノ
フ
は
、
生
産
関
係
を
生
産
力
の
た
か
に
解
消
し
、
社
会
発
展
を
社
会
と
自
然
と
の
関
係
か

b
説
明

し
よ
う
と
と
こ
ろ
み
、
人
間
は
な
に
も
生
産
し
な
い
、
た
だ
日
然
を
組
織
す
る
だ
け
で
あ
り
、
社
会
の
発
展
は
、
人
間
の
白
然
に
た
い

す
る
闘
争
の
結
果
で
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
統
一
、
モ
の
矛
盾
の
闘
争
で
は
な
い
と
考
え
た
。
い
わ
ゆ
る
二
般
組
織
学
」
に
還
元

し
て
し
ま
づ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
考
え
か
た
が
根
ぷ
か
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
い
さ
ん
に
あ
い
で
も
、
社
会
主
義
経
済
学

の
主
要
左
対
象
は
、
生
産
関
係
の
研
究
で
は
な
く
、
生
産
力
の
科
学
組
織
理
論
を
つ
く
り
だ
す
己
と
で
あ
る
、
と
主
張
し
、
ス
タ
l
リ

γ
に
批
判
さ
れ
た
ヤ
ロ
シ
ヱ
γ
ウ
の
見
解
を
み
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

川
W

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
そ
の
論
文
寸
ソ
辿
如
刊
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
(
一
九
有
一
一
年
)
に
お
い
て
、
ヤ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
見
解
金
「
生

産
諸
力
の
合
山
的
組
織
」
に
帰
着
さ
せ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
ポ
グ
ダ
I
ノ
プ
主
義
に
す
り
か
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
批
判
L
て
い
る
(
邦
訳
、

国
民
文
再
版
、
じ
の
1
八
三
ペ
ー
ジ
参
照
)

あ
る
一
定
白
生
産
関
係
を
表
現
す
る
経
済
的
カ
テ
ゴ
り
ー
と
し
て
の
価
値
は
、
モ
白
社
会
的
性
格
が
ぬ
を
と
ら
れ
、
技
術
的
カ
テ
ゴ



ザ

I
、
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
。
乙

D
た
め
、
価
値
を
形
成
す
る
抽
象
的
労
働
は
も
た
ん
な
ゐ
生
理
的
労
働
支
出
と
同
一
視
台
一
れ
、
抽
象

的
労
働
の
社
会
的
性
絡
が
一
再
定
さ
れ
る
こ

f
に
を
っ
た
。
抽
象
的
労
働
の
社
会
的
性
格
を
京
判
定
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
価
値
は
、
た
ん

た
る
労
働
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
的
支
出
に
す
ぎ
な
〈
な
り
、
価
値
法
則
も
ま
た
、
社
会
的
性
怖
を
も
た
宏
い
普
遍
妥
当
的
中
な
も
の

F
規
定

さ
れ
士
の
で
あ
る
。

× 

× 

X 

グ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
は
、
第
四
次
五
カ
年
計
画
に
か
ん
す
る
報
告
と
そ
の
若
書
『
祖
国
戦
争
の
時
期
に
治
け
る
ソ
連
邦
の
戦
時
経

済
b， 

(
一
九
四
λ
年
刊
)
に
お
い
て
、

一
九
二

0
年
代
に
治
け
る
論
争
以
後
、
不
明
確
の
ま
ま
も
ち
こ
さ
れ
た
、
社
会
主
義

ωも
丹
一
で
の

経
済
法
則
に
つ
い
て
指
摘
し
た
と
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
主
義
経
済
学
の
発
展
に
と
っ
て
画
期
的
な
己
と
で
あ
り
、
モ
白

後
の
論
争
白
導
火
線
と
も
た
つ
止
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
、

一
九
四
五
年
の
『
プ
ロ
パ
ガ

γ
ジ
見
ト
』
誌
第
二
せ
に
掲
載
さ
れ
た
、
党

中
央
委
員
会
付
属
最
高
党
学
校
白
経
済
学
講
直
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
、

一
年
制
党
学
校
の
教
課
要
綱
は
、
社
会
主
義
制
度
を
一
つ
の
章

(
第
五
章
)
と
し
て
も
う
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
主
義
を
も
経
済
学
の
対
象
と
す
る
広
い
意
味
で
の
経
済
学
を
、
は
づ
き
り

と
み
と
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

川

w

要
綱
の
第
五
宰
「
社
会
主
義
制
度
」
は
、
つ
ぎ
り
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
一
、
社
会
主
義
的
生
産
方
法
の
準
備
、
~
一
、
社
会
主
義
的
生
産

方
法
の
根
本
的
特
徴
の
二
郎
に
わ
け
ら
れ
、
一
一
、
社
会
主
義
的
生
産
方
法
白
根
本
的
特
徴
は
、
さ
ら
に
つ
軍
の
十
項
目
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
-

社
会
主
義
的
国
民
経
済
組
織
と
そ
の
経
済
法
則
の
性
質
、

2

社
会
主
義
的
所
有
、

3

社
会
主
義
の
物
質
的
生
産
的
基
礎

4

同
民
経
街
の
社

会
主
義
的
計
画
化
、
社
会
主
義
に
お
け
る
州
値
法
則
と
貨
幣
、

5

社
会
的
労
働
の
社
会
主
義
的
組
織
。
労
働
に
よ
る
社
会
主
義
分
配
の
原
則
、
6

社
会
主
義
社
主
に
お
け
る
独
立
時
算
制
版
印
刷
・
利
淵
ツ
連
邦
に
お
け
る
差
額
地
代
、

7

ソ
ビ
エ
ト
商
業
と
市
場
。
ソ
連
邦
の
信
用
・
令
融
組

織
、
8
ソ
連
邦
忙
お
け
る
社
会
主
義
的
再
生
産
、
9
社
会
主
義
か
ら
共
産
十
一
義
へ
、
日
マ
ル
ク
ス
経
済
学
説
の
レ
l

一
一
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
ヒ

社
会
主
義
経
精
芋
の
生
成
、
と
発
展

第
九
一
巻

五

第
四
号

五



社
会
主
義
経
済
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発
展

第
九
一
巻

主

第
四
号

プミ

k

る
発
民
。

さ
ら

J

に
こ
の
「
経
済
学
教
課
要
綱
』
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
二
節
第

1
項
で
、
社
会
主
義
社
会
の
経
済
法
則
自
性
質
、
社
会
主

義
国
家
に
よ
る
経
済
法
則
む
意
識
的
利
用
と
適
用
、
認
識
さ
れ
た
客
観
的
必
然
性
心
表
現
と
し
て
心
社
会
王
義
の
経
済
法
則
、
改
変
さ

れ
た
形
態
で
の
価
値
法
則
を
と
り
あ
げ
、
さ
ら
に
第
4
項
と
し
て
価
値
法
則
と
貨
幣
に
つ
い
て
の
一
項
を
も
う
け
、
価
値
法
則
の
改
変

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
商
品
、
そ
白
使
用
価
値
と
価
値
な
ど
に
つ
い

τ
D項
目
士
、
と
く
に
と
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ズ
ネ
セ

γ
ス
キ
ー
が
、
さ
さ
に
あ
げ
た
著
書
で
展
開
し
た
、
改
変
さ
れ
た
価
値
法
則
を
も
ふ
く
め
た
、
経
済
諸
法
則
に
つ
い
て

の
見
解
は
、
己
申
『
要
綱
』
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
Y

ス
キ
ー
は
、
社
会
主
義
国
家
由
経
済
計
画
は
、
国
家
と
し
て
組
織
さ
れ
た
全
ソ
ビ
エ
ト
民
族
の
権
威
と
実
践
に
依
存

し
て
W
る
か

b
、
ソ
ビ
エ
ト
国
民
経
済
白
発
展
法
則
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
に
、
計
画
の
特
殊
性
を
も
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

経
済
計
画
化
が
法
別
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
科
学
的
に
き
そ
づ
け
ら
れ

τ
い
る
か
ら
で
あ
り
、
国
家
と
し
て
組
織
さ
れ
た
国
民
が
、
社

会
的
発
展
法
則
を
犯
握
し
て
い
る
か

b
、
法
則
心
力
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
乙
白
見
解
は
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

I
チ
ヤ
ノ

フ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
展
開
さ
れ
た
。

(3) (2) (1) 

E F E 
唱同開

富詩呂
ヨタ自
青白書
。司副

同O

tj 五回

E25F 
骨量

~ ~ 

E g 

i i 
昌司

畳 8
宮町
富岡
国岡

田喜
岡 E

~ ~ 
国苫

g ; 
目。
ち岡
三間見。
司国E

グ免、 。
田 恒日

間凶

冨 L
国 E

喜 g
E 骨
国 J

~ t: 、d
耳。

占h

参
照

ヴ
ォ
ス
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
や
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

I
チ
ヤ
ノ
フ
が
、

「
計
画
化
」
を
「
法
則
」
と
し
て
の
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
規
定
し
て

い
る
却
は
、
計
画
化
が
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
そ
れ
が
社
会
主
義
経
済
に
と
っ
て
客
観
的
必
然
性
で
あ
り
、
特
定
心
経
済
現
象
の
原
因
ゐ



よ
び
推
進
力
と
し

τ、
ま
た
人
聞
の
行
動
主
規
定
す
る
要
因
と
し

τぁ
b
わ
れ
る
、
と
hv
う
点
に
あ
る
。

経
済
法
制
を
客
観
的
な
も
の
と
し

τ)認
識
し
、
党
平
国
家
に
よ
る
指
導
が
、
「
社
会
主
義
の
経
済
法
則
の
認
識
と
そ
の
意
識
的
応
用

お
よ
び
利
用
の
う
え
に
う
ち
た
て
ら
れ
」
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
指
摘
し
た
が
ら
、
社
会
主
義
の
経
済
法
則
は
、
意
識
宍
一
れ
た

必
然
と
し

τあ
ら
わ
れ
、
党
と
国
家
白
政
策
を
つ
う
じ
て
意
識
的
に
応
用
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
と
と
に
、
そ
の
特
質
を
も
と
め
た
。
と

の
よ
う
に
し
℃
、
党
と
ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
政
策
は
、

「
意
識
さ
れ
た
社
会
主
義
の
経
済
法
則
の
垂
モ
の
う
え
に
、
計
画
的
秩
序
に
あ
い

て
経
済
の
発
展
を
指
導
し
、
組
織
す
る
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
:EE--
し
た
が
っ
て
、
国
家
の
経
済
的
U
組
織
的
活
動
を
つ
ろ
じ
て
実
現

さ
れ
る
社
会
主
義
計
画
化
は
、
経
済
法
則
白
力
を
も
ん
」
」
と
い
う
結
論
に
到
達
す
る
。

(2) (1) 

前
掲
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
l
チ
ヤ
ノ
プ
の
諭
女
、
邦
訳
『
社
会
主
義
経
済
の
価
値
法
則
』
(
「
ソ
ヴ
ェ

I
ト
研
呪
者
協
会
所
内
研
究
資
料
」
)
一
一
ベ
I
ジ。

前
掲
書
二
一
ペ
ー
ジ
。

己
白
よ
う
な
見
解
の
論
拠
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
、
将
来
の
社
会
主
義
社
会
に
ゐ
げ
る
種
々
の
生
産
部
門
間
へ
の
労
働
時
間
白
計
図

的
配
分
が
、
第
一
義
的
経
済
法
別
で
あ
る
と
予
言
し
た
己
と
を
ひ
き
あ
い
に
だ
し
て
悼
る
。
己
の
ば
あ
い
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ャ
ノ

フ
の
見
解
は
、
社
会
的
所
有
に
よ
り
計
画
的
な
運
営
が
必
然
的
に
在
る
と

w
う
こ
と
と
、
新
L
H
条
件
の
発
生
に
よ
り
計
画
的
社
運
営

を
可
能
た
ら
し
め
る
客
観
的
法
則
性
白
発
生
と
作
用
と
を
混
同
し
、
可
能
性
を
現
実
性
に
転
化
す
る
主
体
的
活
動
ま
で
を
法
則
と
す
る

あ
や
ま
り
を
沿
か
し
た
白
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
価
値
白
貨
幣
的
表
現
で
あ
る
価
格
を
計
画
的
に
決
定
す
る
己
と
も
経
済
法
別
で
あ
る

と
規
定
し
た
。

)
 

l
 

(
 
前
掲
苫

四
ペ
ー
ジ
。

ま
た
他
方
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
が
、
国
民
経
済
白
計
画
的
指
導
主
治
こ
な
う
己
と
に
主
り
、
社
会
主
義
の
経
済
法
則
が
実
現
さ
れ

社
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展

第
九
一
巻

互王

第
四
号

一じ



る
と
も
の
千社へ人
て孟
いキ

三金

る1) 経。前

す学
~の

手品
り と
、発

ォ民
〈

ト

ロ
ウ会

イ

チ
寸

ノ

フ

に
上
れ
ば

第
九
一
巻

五
回

第
四
号

ノ、、

「
計
画
化
」
を
、
国
家
が
作
成
し
決
定
し
た
法
律
と
し

て
の
計
画
を
、
法
的
効
力
訟
も
っ
そ
の
指
令
計
阿
に
も
と
づ
い
て
お
己
た
う
主
体
的
経
済
行
為
正
し
て
の
み
た
ら
ず
、
そ
れ
を
拝
観
的

法
則
に
ま
で
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。

)
 

1
 

(
 
前
掲
杏

一
三
ペ
ー
ジ
@

ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
月
キ
ー
や
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
ア
に
沿
い
て
は
、
見
タ

l
リ
ン
心
著
作
『
ソ
連
邦
に
沿
け
る
社
会
主
義
の
経
済

的
諸
問
題
』
以
後
に
み
ら
れ
る
工
う
た
、
目
的
と
そ
の
実
現
手
段
を
も
包
折
し
た
よ
う
た
、
基
本
的
経
済
法
則
の
概
念
は
、
明
確
な
か

た
ち
で
は
の
べ
ら
れ
て
い
在
い
。
し
か
し
た
が
ら
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
が
、

則
ー
ー
が
考
慮
し
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
生
陸
と
分
配
の
経
済
法
則
」
が
他
に
存
在
す
る
己
と
を
指
摘
し
、

配
白
費
用
の
も
っ
と
も
L

レ
メ
ン
タ
ル
な
法
則
は
、
ソ
連
邦
で
は
改
変
さ
れ
た
価
値
法
則
で
あ
九
」
と
の
ベ
、
ま
た
オ
只
ト
ロ
ヴ
ィ

I

チ
ヤ
ノ
フ
が
、
社
会
主
義
計
画
化
士
、
社
会
主
義
の
発
展
法
則
止
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
、
計
画
化
を
基
本
的
法
則
と
し
て
考

「
村
会
主
義
計
画
化
ー
ー
か
れ
に
あ
っ
て
は
経
済
法

「
生
陸
物
の
生
産
b
I
び
分

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る
号
。

こ
の
乙
と
は
、
か
つ
て
コ
フ
マ
γ
が
、
そ
の
編
著
「
経
済
学
』
に
お
い
て
、
当
時
(
過
渡
的
経
済
)
の
某
本
的
運
動
法
則
は
、
社
会

主
義
的
社
会
化
白
法
則
と
し
て
想
定
し
た
こ
と
と
共
通
白
見
解
が
み
ら
れ
る
。

(3) (2) (1) 

グ
ォ
ズ
不
セ
ン
ス
キ
ー

右
同

コ
フ
マ
ン
監
輯
『
マ
ル
ク
ス
主
義
経
営
学
L

邦
訳

前
掲
書

一
四
五
ペ
ー
ジ

第
一
巻

一
二
凶
ベ

l
ジ
。

諸
過
程
の
合
法
則
性
を
反
映
す
る
も
の
止
し
て
の
経
済
法
則
令
、
月
タ

l
リ
γ
が
指
摘
し
た
上
う
に
、
そ
の
合
法
則
性
の
認
識
に
も



と
づ
き
、
人
間
の
怠
志
に
し
た
が
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
、
法
則
と
し

τ規
定
し
た
己
と
は
、
せ
っ
か
く
社
会
主
義
心
も
と
の
経
済
法
則

の
存
在
せ
指
摘
し
、
モ
白
認
識
と
研
究
白
必
要
を
旧
事
へ
た
に
も
か
か
わ

b
ず
、
主
観
主
義
的
な
解
釈
の
あ
や
ま
り
を
お
か
す
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

)
 

1
 

(
 
λ

タ
l
リ
ゾ
『
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
邦
訳

国
民
文
庫
版

七
|
八
ベ

I
シ。

ヴ
ォ
ズ
ネ
セ

γ
ス
キ
ー
の
計
画
化
法
則
論
と
と
も
に
展
開
さ
れ
た
価
値
法
則
論
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
、

す
る
自
説
を
て
つ
℃
い
的
に
発
展
さ
せ
、
価
値
法
則
は
社
会
主
義
山
段
階
で
は
止
揚
さ
れ
ず
、
ま
た
さ
れ
た
W
乙
と
、
治
よ
び
、
モ
れ

は
ソ
ピ

L

ト
経
済
に
お
い
て
は
改
変
さ
れ
た
か
た
ち
で
作
用
す
る
」
こ
と
を
し
め
し
た
と
の
べ
て
い
る
才
月
ト
ロ
ウ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
の

「
商
業
お
よ
び
貨
幣
に
か
ん

記
述
中
、
ヴ
ォ
ズ
不
セ
γ
ス
キ
ー
の
本
が
、
党
の
各
地
区
書
記
お
よ
び
宣
伝
部
員
に
た
い
す
る
工
作
風
山
教
科
書
と
し
一
t
推
せ
ん
さ
れ

2
 

J
L

い
た
こ
と
、

一
九
四
一
二
年
の
吋
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
も
と
に
』
の
一
無
署
名
論
文
「
経
済
学
の
講
義
に
つ
H
て
白
表
干
心
問
題
」
や

一
九
四
亙
年
の
『
経
済
学
教
課
要
綱
』
を
み
て
も
、
こ
れ
ら
白
見
鮮
や
規
定
が
、
当
時
広
く
み
と
め

b
れ
、
多
数
意
見
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

Q

(2) (1) 

北
ス
ト
ロ
グ
ィ
I
チ
ヤ
ノ
フ
前
掲
論
文
一
人

l
一
九
ペ
ー
ジ
。

♀
2
0回
、
宮
口
。

HHO図
。
詞

2
2
0同
国

drHE苫
E
-
《
国
冨
岡
国
民
主
一
巳
宮

E
S旬

HumN

社
会
主
義
白
経
済
諸
法
則
の
性
格
と
作
用
に
か
ん
す
る
問
題
己
主
は
、
ゾ
ピ
ヱ
ト
の
多
数
の
経
済
学
者
や
哲
学
者
の
あ
い
だ
で
、
な

に
よ
り
も
混
乱
を
ま
き
お
己
し
た
問
題
で
あ
り
、
そ
の
混
乱
は
お
も
に
、
社
会
主
義
経
済
の
合
法
則
性
に
か
ん
す
る
主
飢
主
義
的
、
-
お

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
社
会
主
義
経
済
学
の
問
題
を
科
学
的
に
研
究
す
る
こ
と
や
、
ソ
連
の
社
会

主
義
建
設
の
実
際
主
理
論
的
に
一
般
化
す
る
こ
と
を
、
は
な
は
だ
し
く
さ
ま
た
げ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ふ
o

新
し
い
経
済
学
の
教
科
書

よ
ぴ
主
青
山
論
的
な
解
釈
に
あ
っ
た
。

社
全
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展

事
丸
一
巻

五
!I.. 

第
四
号

九



社
会
主
義
経
済
学
O
生
成
と
発
展

第
九
一
巻

二
五
六

第
四
号

。

が
園
内
的
に
も
国
際
的
に
も
必
要
な
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
二

0
年
代
の
論
争
問
題
、
と
く
に
経
済
学
の
対

象
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
経
済
法
則
、
と
く
に
価
値
法
則
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
す
へ
て
未
解
決
の
ま
ま
も
ち
こ
さ
れ
て
き
た
た
め
、

統
一
的
な
経
済
学
白
教
科
書
が
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。

己
の
点
、
一
九
五
一
年
十
一
月
、
経
済
学
教
科
書
の
草
案
白
評
価
に
関
連
し

τ

お
こ
た
わ
れ
た
経
済
学
上
の
討
論
と
こ
れ
に
関
連
し
た
入
タ
l
リ
Y

D
論
文
『
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
は
、

広
い
意
味
の
経
済
学
と
い
う
立
場
か
ら
、
社
会
王
義
経
済
学
生
科
学
的
な
さ
そ
の
う
え
に
治
き
、
社
会
主
義
社
会
白
経
済
諸
法
則
白
存

在
と
毛
の
客
観
的
性
格
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ま
で
未
解
決
の
ま
ま
も
ち
こ
さ
れ
た
方
法
論
上
白
諸
問
題
を
解
決
し
、
社
会
主
義
経
済
学

を
確
立
す
る
う
え
亡
、
ひ
じ
よ
う
に
大
さ
な
志
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
己
と
は
否
定
で
き
な
い
。

)
 

工(
 

前
掲
ス
l

ス
ロ
フ
の
論
文
参
照
a

ず
ォ
プ
ハ
え
セ

y
λ
L
F
I
旬
、
社
会
主
義
的
計
一
回
化
は
ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
経
済
法
別
で
あ
る
、
と
い
う
命
題
は
、
オ
ス
}
ロ
ヴ
ィ

I
チ

ヤ
ノ
フ
を
は
じ
め
、
ア
・
ク
ル
只
キ

1
、
ゲ
・
ソ
ロ

I
キ
ン
、

エ
リ
・
ガ
ト
ア
ス
キ
ー
、
デ
-
コ
ブ
コ
フ
た
ど
著
名
な
経
済
学
者
に
よ

乙
の
見
解
は
す
で
に
、
さ
き
に
白
ベ
た
一
九
四
五
年
の
『
党
学
校
経
済
学
教
一
課
要
綱
L

の

第
一
節
「
社
会
主
義
的
生
産
万
法
山
根
本
的
特
徴
」
の
第
一
項
「
担
会
ま
義
的
国
民
経
済
組
織
と
モ
白
経
済
法
則
白
性
質
」
白
な
か
で

あ
げ
て
い
る
「
社
会
主
義
的
生
産
力
法
か
ら
生
じ
た
新
し
い
経
世
刑
法
則
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
的
計
画
化
」
と
い
う
研
究
項
目
の
指
摘

の
な
か
に
み
b
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
も
っ
ば

b
ヴ
ォ
ス
不
セ
ン
月
キ
!
の
ま

b
が
ッ
た
見
解
と

L
C
批
判
の

対
象
に
た
づ
た
。
こ
の
さ
い
円
E
す
べ
き
こ
と
は
、
ヴ
ォ
ス
ネ
セ
ン
兄
キ
l
山
乙
白
経
済
学
上
の
命
閣
が
、
経
済
学
上
白
土
ち
が
ヲ
た

ヲ
て
ひ
ろ
く
「
宣
伝
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

見
解
と
し
て
治
治
平
け
に
批
判
白
対
象
と
友
っ
た
の
は
一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
凶
日
付
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
紙
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ム
・
ス

l

ス
ロ
フ
の
論
文
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
ヴ
ォ

a

ス
ネ
セ

γ
ス
キ
ー
の
著
書
『
祖
国
戦
争
の
時
期
に
治
け
る
ソ
連
邦
の
戦
争
経
済
』
は
、



そ
れ
よ
り
さ
き
一
九
四
九
年
に
す
で
に
、
批
判
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
悲
り
、
そ
の
著
書
ば
か
り
か
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ

γ
ス
キ

l
自
身
ま
で
、

政
治
的
に
も
経
済
学
者
と
し
て
も
終
止
符
を
う
た
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
に
ず
オ
ズ
ネ
セ

y
ス
キ
ー
の
己
の
著
書
が
批
判
さ

れ
た
「
決
馬
」
に
は
、
左
ん

b
経
済
学
上
の
あ
や
ま
り
を
指
摘
し

τ
い
な
い
。
た
だ
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ

γ
見
キ

l

u
著
書
は
、
「
深
川
ド
科
学

的
な
研
究
」
と
し
て
な
ん
ら
白
根
拠
も
な
い
、
と

W
う
己
と
が
白
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ

τ、
こ
白
と
き
に
は
、
ま

だ
、
ヴ
ォ
ス
不
セ
ン
ス
キ
ー
の
主
意
論
的
、
観
念
論
的
規
定
が
、
明
確
に
批
判
白
対
象
に
な
っ
た
の
で
は
た
く
、
当
時
白
政
治
的
問
題

の
た
め
に
、
七
の
著
書
士
で
が
、
問
題

ω対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
己
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ω
戦
前
よ
り
な
が
ら
く
国
家
引
画
委
員
会
議
長
兼
副
首
相
の
職
に
あ
っ
た
グ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
は
、
一
九
四
九
年
ぞ
の
職
を
解
任
さ
れ
、
党
政
治

局
員
心
地
位
も
吹
っ
た
。
久
タ
l
リ
ン
批
判
い
ご
、
同
氏
自
「
名
誉
回
彼
」
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
同
氏
の
死
亡
年
が
、
さ
い
さ
ん
の
ソ
連
の
小

百
科
辞
書
な
ど
に
よ
れ
ば
、
一
九
五

O
斗
に
な
っ
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
氏
が
政
治
的

r
失
脚
さ
せ
ら
れ

t
こ
と
の
た
め
に
、
ス
タ
ー
リ

γ
貨

を
受
け
た
著
者
ま
で
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ω
一
九
四
九
年
七
月
十
三
日
付
ソ
連
邦
共
産
党
(
ポ
〉
中
央
委
員
会
は
、
「
ポ
1
ノ
シ
エ
グ
ィ
キ
一
誌
に
つ
い
て
」
と
い
う
決
定
で
は
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ

γ

ス
キ
ー
の
主
意
論
的
、
観
企
論
的
あ
や
ま
り
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
指
摘
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
「
『
ポ
リ
シ
ー
グ
イ
キ
」
誌
編
集
部
悶
、
エ
ヌ
・

ヴ
才
ズ
占
ス
セ
ン
ス
キ
ー
の
本
一

u

祖
国
戦
争
の
時
期
に
お
は
る
ソ
連
邦
の
戦
争
経
済
』
を
追
従

r礼
賛
す
る
た
め
に
紙
面
を
さ
き
、
こ
の
木
を
、
数
科

書
と
し
て
、
ま
た
寸
保
い
科
学
的
な
研
究
」
と
し
て
、
な
ん
ら
そ
う
し
士
根
拠
も
な
い
り
に
、
広
告
す
る
と
い
う
重
大
な
誤
り
を
お
か
し
た
。
『
ポ

リ
シ
ェ
ヴ
キ
』
誌
編
集
部
員
白
追
従
は
こ
う
じ
て
、
つ
い
に
寄
稿
者
の
希
望
を
無
視
し
て
、
そ
の
論
文
に
ユ
ヌ
-
グ
ォ
ズ
セ
ン
ス
キ
ー
の
本
か
ら
引

用
文
を
書
き
こ
む
ま
で
に
い
た
っ
た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
だ
り
で
ら
る
(
前
掲
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
紙
の
ス
I
ス
ロ
フ
白
論
文
事
照
)
。

と
の
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ズ
不
セ

γ
ス
キ
と
そ
の
著
作
は
、
そ
の
見
解
が
明
確
に
経
済
学
上
白
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ

b
れ
る
以
前
に
、

批
判
さ
れ
て
い
た

ω
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
『
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
の
な
か
で
、
社
会
白
発
展
法
則
の

客
観
的
性
格
を
否
定
す
る
見
解
の
一
あ
や
ま
り
を
指
摘
し
た
こ
と
か

b
、
計
画
化
法
則
論
干
改
変
さ
れ
た
価
値
法
則
論
が
批
判

ω対
象
と

社
会
主
義
経
街
学
の
牛
成
と
発
展

第
九
一
巻

五
七

第
四
号



社
公
主
義
経
済
苧
白
生
成
と
男
展

第
九
一
巻

五
ノ¥

第
四
号

た
り
、
ヴ
ォ
メ
ネ
ピ
ゾ
入
キ
!
の
見
解
は
「
社
会
主
義
経
済
学

ω
問
越
の
研
究
を
混
乱
さ
せ
」
、
「
ソ
ビ
エ
ト
仕
会
に
お
け
る
計
画
と
国

家
と
の
役
割
札
た
刊
す
る
主
意
論
的
な
見
解
の
混
合
物
で
あ
り
、
ソ
連
邦
国
民
経
済
各
部
門
間
の
労
働
一
ω
配
分
を
規
制
す
る
も
の
と
か

い
わ
れ
品
価
値
法
則
の
物
神
山
中
市
一
升
」
で
あ
り
、
モ
白
著
書
は
、
反
マ
ル
タ
只
主

z

説
的
な
ヰ
で
あ
る
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の

著
書
主
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
科
学
へ
山
貴
重
な
寄
与
だ
と
か
、
社
会
主
義
社
会
臼
発
展
の
合
法
別
性
を
よ
り
完
全
に
よ
り
深
〈
認
識
す
る

こ
と
を
た
す
け
る
科
学
的
た
参
考
書
と
し
て
推
挺
し
、
引
用
し
た
人
び
と
も
、
反
党
的
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
無
縁
で
あ
る
と

し
て
非
難
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ズ
ネ
セ

y
只
キ
1
は
、
広
い
意
味
で

ω
経
済
学

ω
立
場
に
た
ち
、

と
す
る
も
由
で
あ
る
が
、
己
の
資
本
主
義
経
済
学
と
ち
が
っ
て
、
社
会
主
義
経
済
学
は
、
戦
時
経
済
期
を
も
ふ
く
め

τ、
生
産
の
計
画

「
資
本
主
義
経
済
学
は
、
自
然
発
生
的
な
運
動
法
則
を
問
題

他
加
よ
び
組
織
化
白
経
済
的
法
則
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
が
ら
、
「
生
産
沿
よ
び
分
配
の
経
済
法
則
臼
合
理
的

利
用
と
適
用
と
に
も
と
づ
く
社
会
主
義
的
計
画
化
は
、
モ
れ
自
体
社
会
的
発
展
法
別
で
あ
り
、
か
か
る
も
の
と
し

τ経
済
学
の
対
象
で

あ
る
」
と

ρ
う
あ
や
ま

p
t治
か
し
た
。
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ

γ
兄
キ

l
は
、
計
画
化
を
可
能
に
す
る
客
観
的
条
件
と
、
客
観
的
合
法
則
性
の

反
映
と
し

τの
諸
法
則
を
依
拠
し
て
治
こ
な
う
政
策
と
を
混
同
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
な
か
に
は
、
二

0
年
代
か
ら
三

O
年

代
白
は
じ
め
に
か
け

τ支
配
的
で
あ
っ
た
、
商
品
リ
資
本
主
義
計
会
白
終
末
は
経
治
学
の
終
末
で
あ
る
と
い
う
「
経
済
学
消
滅
論
」
の

立
場

K
た
ち
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
経
済
政
策
の
み
が
問
題
に
な
る
と
主
張
し
た
コ

l
γ

な
ど
の
見
解
の
伎
存
が
み
b
れ
る
。
広
M
V

意
味
で
の
経
済
学
の
存
在
を
み
と
め
る
見
解
が
、
大
体
支
配
的
に
な
っ
た
一
九
三
六
年
以
降
に
お
い
て
も
、
社
会
主
義
経
済
学
白
主
要

な
対
象
は
、
共
産
党
と
社
会
主
義
国
家
と
臼
政
策
で
あ
り
、

「
共
産
主
義
を
め
ざ
す
ソ
連
邦
の
経
済
発
展
に
治
け
る
ポ
リ
ジ
ェ
ヴ
ィ
キ

党
と
社
会
主
義
国
家
の
決
定
的
、
指
導
的
な
役
割
の
研
究
が
、
社
会
主
義
国
民
経
済
の
諸
法
則
を
科
学
的
に
究
明
す
る
さ
モ
と
な
b
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
見
解
す
ら
沿
お
く
み
b
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
社
会
主
義
経
済
学
の
存
在
を
み
と
め
た
が
ら
も
、

モ
の
研
究
対
象
が
不
確
定
で
あ
っ
た
た
め
、
た
ん
に
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
特
徴
山
記
述
キ
、
党
と
政
府
の
経
済
政
策
の
研
究
が
、
ば
く
ぜ

ん
と
モ
の
対
象
と
じ
て
考
え

b
れ
て
き
た
が
、
社
会
主
義
経
済
形
態
が
ソ
連
の
国
民
経
済
に
お
い
て
支
配
的
に
左
り
、
告
会
主
義
が
確

立
さ
れ
た
と
H
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
期
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
か

b
社
会
主
義
へ
白
過
渡
期
1
l
i多
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
時
期
で
あ
り
、

資
本
主
義
的
な
諸
法
則
が
作
用
す
る
経
済
的
条
件
が
ま
だ
残
存
し
て
い
た
時
期
ー
ー
が
b
わ
ヮ
た
段
階
を
反
映
し
て
、
い
ま
ま
で
の
よ

う
な
歴
史
的
経
験
を
た
ん
に
研
究
し
、
記
述
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
一
般
化
す
る
こ
と
が
必
要
に
た
づ
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な

b
な
い

× 

X 

× 

こ
の
よ
う
な
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
白
発
展
段
階
を
反
映
し
て
、
社
会
主
義
経
済
学
を
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
士
指
摘
し

た
の
は
、
ベ
・
ポ
り
l
リ
ン
白
「
経
済
学
の
教
授
白
任
務
」
と
い
う
論
文
で
あ
っ
た
。

ボ
り
l
リ
ゲ
は
、
こ
り
論
文
で
、

「
経
済
学
を
記
述
す
る
吉
川
円
、
あ
れ
こ
れ
の
経
済
諸
方
策
の
一
記
述
だ
と
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ

D
招
来
さ
れ
た
経
済
諸
現
象
白
記
述
に
か
ぎ
る
べ
き
で
は
な
く
、
具
体
的
な
経
済
的
、
歴
史
的
諸
材
料
を
体
系
的
に
記
述
す
。
へ
き
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
た
け
れ
ば
な

b
左
い
(
こ
む
こ
と
は
、
経
済
学
教
程
に
お
い
て
は
、

し
ば
し
ば
忘
れ
ら
れ
て
い
る
)

L

と

授
」
で
D
，へ、

「
経
済
学
者
に
直
面
し
て
い
る
任
務
は
、
資
本
主
義
の
新
し
い
現
象
と
ソ
ピ
ー
ト
の
経
済
を
分
析
す
ぺ
吉
経
済
学
心
研

「
要
求
さ
れ
て
い
る
第
一
の
も
の
は
、
歴
史
的
諸
材
料
白
研
究
、
諸
事
実
の
研
究
、
己
れ
ら
諸
事
実
の
蓄
積
、
そ
れ
ら

の
知
識
、
現
代
資
本
主
義
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
お
よ
び
新
し
い
偉
大
志
社
会
経
済
構
成
体

1
l社
会
主
義
を
特
徴
づ
け
亡
W
る
諸
現
象
の

研
究
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

究
と
教
あ
り
、

社
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展

第
九
一
巻

E. 
ブL

第
四
号



社
主
主
義
経
新
学
の
生
成
、
と
発
展

第
九
一
巻

。
第
四
号

四

ω
岡
稔
氏
は
、
ッ
同
開
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
自
惟
立
之
い
う
、
こ
の
新
し
い
情
勢
を
敏
感
に
つ
か
ん
で
、
い
ち
は
や
く
社
会
主
義
経
揖
学
の
体

系
化
を
提
唱
し
た
の
は
二
九
三
七
年
「
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ク
』
誌
の
ボ
リ
l

リ
ン
の
論
文
「
社
会
主
義
経
済
学
の
対
象
F
そ
の
教
授
方
法
に
つ
い
亡
」

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
(
「
現
代
社
金
主
義
講
座
』
第
六
巻
、
二
六
回
ベ
!
?
〕
、
ポ
リ
l
リ
ン
は
、
こ
の
論
主
よ
り
一
年
は
や
く
、
『
経
精

白
詩
問
題
』
弘
、
一
九
三
六
年
、
第
一
号
む
論
文
「
経
済
芋
の
教
授
の
任
務
」
に
お
い
て
、
乙
の
見
解
を
の
べ
て
い
る
。

川

W
H
M
G宮
間

両

国

国

O
M
o
g
-唱
。
目
。
拘
置

E
E
E自
国

g
E
C同
苫
。
図
書
面
《
国
吉
田
同
自
回
目
。
国
富
田
凶

γ
民

o
y
H
C
ω
白

日

]

可

斗

N
P

さ
ら
に
か
れ
は
、
弁
一
証
法
的
方
法
の
を
そ
の
う
え
に
体
系
的
記
述
を
あ
た
え
、
社
会

l
経
済
諸
現
象
白
た
が
い
に
関
連
を
も
ち
首
尾

一
貫
し
た
発
展
を
あ
た
え
る
こ
と
1
1
l
こ
れ
が
経
済
科
学
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
求
で
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
と
」

γ
ゲ
ル
只
が
白
ぜ
へ
た
モ

の
内
的
諸
関
係
に
お
い
て
科
学
を
あ
た
え
な
吋
れ
ば
在
b
た
い

Q

と
こ
ろ
が
、
ル

l
ピ
ン
主
義
者
平
機
械
論
者
と
の
論
争
が
た
さ
れ
、

ス
コ
ラ
十
主
義
者
と
山
闘
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
、
経
済
学
の
教
授
に
お
い
て
は
、
ま
だ
兄
江
ラ
的
な
性
格

が
一
持
さ
れ
て
い
な
い
と
の
ベ
、
経
済
学
の
救
援
に
お
い
て
は
、
と
く
に
資
本
主
義
の
新
し
い
諸
現
象
白
研
究
白
必
要
生
強
調
し
、
現

代
の
諸
現
象
の
分
析
、
す
な
わ
ち
現
代
資
本
主
義
は
い
か
に
発
展
し
て
W
る
か
、
と
い
う
問
題
を
避
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
乙
れ
ら
の

こ
と
は
す
べ
て
経
済
学
教
程
に
ふ
く
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。

ボ
リ
1
リ

γ
は
、
こ
の
論
文
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
け
が
、
経
済
学
の
教
援
に
治
け
る
欠
陥
で
は
た
く
、
基
本
的
た
欠
陥
は
、
現

代
ま
で
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
の
完
全
な
教
粧
が
教
授
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
社
会
主
義
経
併
学
を
確
立
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
主
張
し
て
い
る
。

当
時
、
経
済
学
の
教
科
書
中
教
程
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
っ
た
が
、

一
貫
し
た
方
法
論
に
も
と
づ
く
も
の
で

は
左
く
、

個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

に
と
え
ば
、

ヲ
ピ
ド
ス

1
オ
旦
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
の

『
経
済
学
』
教
科
書
も
、
そ
の
例
に
も
れ
な
か
っ
た
。



当
時
、
大
学
等
に
治
げ
る
経
済
政
策
の
講
義
で
は
、
も
っ
ば

L
党
や
ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
お
こ
な
う
諸
方
策
に
7
い
て
教
授
さ
れ
、
「
山

ピ
ェ
ト
経
済
制
度
平
社
会
主
義
社
会
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
の
生
産
関
係
の
体
系
」
に
つ
い
て
の
ベ
た
教
程
は
ま
だ
た
か
ヮ
た
。
ま
た

「
た
ん
に
具
体
的
事
実
や
国
民
経
済
白
各
部
門
(
農
業
、
工
業
、
商
業
、
労
働
友
ど
の
分
野
)
で

当
時
ま
で
の
経
済
政
策
の
要
綱
も
、

の
党
の
諸
方
策
に
つ
い
て
の
み
の
ベ

b
札
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
時
期
に
お
け
る
発
展
を
と
げ
た
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
つ

W
て
り
研
究

が
み

b
れ
な
か
っ

h
」
。
こ
の
よ
う
な
状
態
白
た
め
に
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
、
経
済
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
か
、

社
会
主
義
社
会
は
ど
心
よ
う
に
し
℃
建
設
さ
れ
た
か
、
と
い
う
重
要
な
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
経
済
的
諸
原
則
を
、
た
が

い
に
関
連
し
た
か
た
ち
で
、
す
な
わ
ち
一
定
白
経
済
科
学
と
し
て
解
明
す
る
己
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
困
難
K
直
面
し
た
の
で
あ
る
ω

構 モ
成 己
の で
も
のソ
でピ
は z

なト
か経
つ済
ずこ の
、諸

II，-c 

雲君
主 f同
ヨコむ ノそ

経ノ、
済ラ
じ〉 ノミ

空ラ
阻 三 の

闘 か
係、た

左手
系記
的捕
に L干

fそも
。川 0)

すで
るは
己存

主 f
7'ミ

、従

来
の
経
済
政
策
基与
綱
は

体
系
的
な

た
陀
よ
り
も
ま
ず
必
要

K
た
っ
て
き

た
白
で
あ
る
。

)
 

1
 

(
 

ポ
リ
1

リ
ン

前
抱
一
論
文

七
六
ペ
ー
ジ

従
来
の
経
済
政
策
教
謀
要
綱
は

t

す
べ
て
、
序
草
で
は
、
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
l
ト
独
裁
白
説
明
と
ソ
ビ
エ
ト
経
済
制
度
が
ど

ω
よ
う
に

し
て
建
設
さ
れ
た
か
を
の
ペ
、
つ
づ
く
諸
章
で
、
主
要
た
モ
れ
ぞ
れ
臼
段
階
お
よ
び
諸
部
門
で
ど

ω
よ
う
な
経
済
政
策
が
お
こ
た
わ
れ

た
か
が
記
述
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
章
は
、
た
が
い
に
連
関
性
を
も
っ
て
い
在
い
、
と
い
う
山
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
ポ
り
l

り

γ
は
、
当
時
の
と

ω
よ
う
な
欠
陥
を
た
く
す
た
め
、
ソ
ビ
エ
ト
経
併
の
生
産
関
係
自
体
系
、
資
本
主
義
か

b
社
会
主
義
社
会
へ
の
過
渡

期
の
生
産
関
係
の
体
系
在
、
統
一
的
に
、
連
関
性
を
も
っ
て
記
述
す
る
必
要
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
ポ
リ
l
リ
ソ
は
、
一
九
三
五
年
四
月
に
、
全
連
邦
高
等
技
術
教
育
委
員
会
に
よ
り
確
認
さ
れ
士
経
済
政
策
要
綱
(
同
]
E
4皇
宮
w

社
会
主
義
経
済
学
の
牛
成
と
発
展

第
九
一
巻

ーノ、

第
四
号

ヲ〒



社
会
主
義
経
済
学
D
生
成
と
発
展

第
九
一
巻

ー」ノ、

第
四
号

六

図
。
言
。
E
5
2
2
E障問。旬
E
E巾
)
と
一
九
=
一
三
年
の
要
綱
と
を
比
較
し
、
一
九
三
五
年
臼
要
綱
が
、
か
え
っ
て
悪
く
な
っ
て
い
る
と
の

ペ
亡
い
る
。

九
三
五
年
の
要
綱
で
は
、
第
一
章
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
時
期
に
わ
け
る
経
済
政
策
の
一
般
的
社
特
徴
づ
け
、

つ
づ
く
若
干
の
章
は
、
十
月
革
命
か
ら
戦
時
共
産
主
義
ま
で
、
戦
時
共
産
主
義
の
時
期
、
ネ
ッ
。
フ
の
は
じ
古
り
か
ら
第
十
四
回
党
大
会

ま
で
、
工
業
化
期
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
と
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
基
本
的
任
務
友
ど
、
各
時
期
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
陀
、

工
業
の
発
展
、
農
業
の
発
展
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
期
の
勤
労
者
の
物
質
的
・
文
化
的
水
準
、
ソ
連
邦
と
資
本
主
義
世
界
白
各
章
が
つ

づ
い
る
。
己
の
綱
領
で
は
、
第
一
章
を
の
ぞ
童
、
ソ
連
で
つ
く
り
だ
さ
れ
た
社
会
主
義
体
制
の
構
造
平
モ
の
特
徴
が
休
系
的
・
系
統
的

に
記
述
さ
れ
て
悼
な
い
の
さ
b
に
、
こ
の
要
綱
の
内
容
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
計
画
や
計
画
化
陀
づ
い
亡
の
べ
ら
れ
た
章
は
ま
っ

た
く
左
目
ド
。

一
九
コ
一
五
年
の
要
綱
と
大
体
か
わ
っ
て
W
な
い
が
(
過
渡
期
に
つ

ρτ
白
マ
ル
ク

ス
リ
レ

l

エ
ジ
の
学
説
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
、
と
い
う
順
序
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
)
、
「
国
民
経
済
の

計
画
化
」
と
い
う
草
が
あ

b
、
つ
づ
い
て
社
会
主
義
工
業
化
た
ど
に
つ
い
て
の
個
々
の
章
が
み
ら
れ
る
。

ポ
リ
l
リ
ン
は
、
己
の
二
ヲ
の
要
綱
を
比
較
し
て
、
づ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
経
済
を
研
究
す
る
さ
い
、
経
済
管
理

一
九
三
三
年
の
要
綱
は
、
そ
の
形
態
白
点
で
は

機
構
や
管
理
機
関
、
国
民
経
済
の
計
画
化
友
ど
白
ょ
う
左
本
質
的
な
問
題
を
さ
け
る
乙
と
は
で
き
な
い
し
、
全
体
を
改
造
す
る
プ
ロ
V

タ
ロ
ア
l
ト
独
裁
の
時
期
に
お
け
る
生
産
関
係
D
全
体
系
と
そ
の
発
展
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
υ

し
た
が
っ
て
、
ソ

ピ
ェ

T
経
済
白
教
程
は
、
す
ベ
℃
臼
具
体
的
・
歴
史
的
材
料
、
社
会
主
義
建
設
の
経
験
、
経
済
改
造
の
経
験
を
一
つ
の
完
全
た
体
系
と

し
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
程
は
、
歴
史
的
材
料
の
研
究
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
モ
れ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
で

は
な
〈
、
統
一
的
・
全
体
的
に
、
体
系
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
治
こ
た
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
白
時
期
の
生



産
関
係

ω体
系
と
経
済
に
存
伝
す
る
内
的
諸
関
連
主
あ
き
ら
か
に
し
左
け
れ
ば
た
b
た
い
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
白
時
期
白
経
済
は
、
い
ま
ま
で
世
界
に
み
b
れ
な
か
っ
た
経
済
で
あ
る
。

こ
の
経
済
は
、
資
本
主
義
生
産

様
式
の
も
と
で
作
用
す
る
友
に
か
自
然
発
生
的
な
法
則
に
よ
っ
て
発
展
す
る
白
で
は
友
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
に
よ
ワ
て
、

支
配
階
殻
と
な
り
、
い
っ
さ
悼
の
あ
ら
ゆ
る
経
済
制
度
を
つ
く
り
か
え
る
労
働
者
階
級
に
よ
り
つ
く
り
だ
さ
れ
た
経
済
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
の
生
一
監
関
係
の
研
究
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
に
よ
ッ
て
実
現
さ
れ
る
革
命
的
た
変
革
主

研
究
す
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
の
改
造
と
運
動
の
一
フ
コ
で
も
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ー
の
独
裁
の

問
題
を
さ
け
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
運
動
法
則
を
他
の
な
に
か
別
の
法
則
に
も
と
め
る
よ
う
な
図
式
的
た
た
め

b
い
に
た
い
し
闘
争
す
る

こ
と
は
正
し
い
ド
教
程
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
不
可
欠
白
条
件
で
あ
る
。
経
済
政
策
教
程
を
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
研
究
か
ら
き
り
は
な
す
こ

と
は
で
き
友
い
。
社
会
主
義
経
済
の
発
展
は
、
そ
れ
自
体
、
現
存
す
る
生
産
関
係
白
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
に
よ
る
革
命
的
改

造
白
過
程
で
あ
る
か

b
、
ソ
ピ
ヱ

l
社
会
主
義
経
済
の
運
動
と
発
展
を
研
究
す
る
ば
あ
い
、
ソ
連
経
済
白
こ
の
よ
う
な
決
定
的
特
徴
を

考
慮
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ポ
リ

l
リ
ン
は
、
以
上
む
こ
と
が
、
ソ
ピ
ェ

1
社
会
主
義
経
済
教
程
と
そ
白
要
綱
を
つ
〈
る
ば
あ

い
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
フ
と
も
重
要
な
条
件
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

)
 

l
 

(
 
ポ
リ
!
リ
ン

前
掲
論
文

七
六

i
七
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

以
上
白
ょ
う
ゆ
な
ポ
リ
l
リ
γ
の
主
張
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
=
一
六
年
に
、
は
じ
め
て
社
会
主
義
を
対
象
と
す
る
経
済
は
広
い

意
味
で
の
経
済
学
白
-
部
と
し
て
、
は
っ
き
り
と
モ
の
存
在
の
必
要
が
み
と
め
ら
れ
、
た
ん
に
ソ
ビ
エ
ト
経
済
自
特
徴
を
個
々
バ
ラ
で
フ

に
一
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
主
義
生
産
関
係
を
体
系
的
に
研
究
す
る
社
会
主
義
経
済
学
を
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
が
強
調
さ
れ
た
。

第
二
に
、
ぷ
リ
l
リ
ソ
は
、
さ
さ
に
あ
げ
た
従
来
の
二
つ
の
経
済
政
策
要
綱
を
比
較
し
、

一
九
ゴ
一
五
年
の
要
綱
白
欠
点
は
、
計
画
と

社
会
主
義
経
済
学
白
生
帆
と
晃
展

第
九
一
番

~ 

/、

第
四
号

七



社
会
主
義
経
済
学
口
生
成
と
発
展

第
九
一
巻

二
六
四

第
四
号

ノL

計
画
化
白
問
題
が
y

と
り
あ
げ
ら
れ
て
W
左
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ポ
リ
l
り
γ
が、

生
産
関
係
の
研
究
は
、
プ
ロ
V

ク
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
革
命
的
改
造
の
研
究
に
ほ
か
た
b
た
い
己

ιを
志
味
し

て
〕
治
り
、
ソ
ピ
ェ
T

経
済
は
、
「
資
本
主
義
生
産
方
法
の
条
件
の
も
と
で
の
自
然
発
生
的
法
則
に
よ
っ
て
発
展
寸
る
の
で
は
な
勺
」
、

「
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
の

「。フ
P

V

タ
リ
ブ
ー
ト
の
独
裁
に
よ
っ
て
改
造
さ
れ
る
経
済
で
あ
る

-
」
と
の
ベ
て
い
る
こ
と
宅
、
党
や
政
府
の
一
諸
方
策
、
と
く
に

計
画
と
計
画
化
を
重
要
た
研
究
対
象
だ
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
み
て
、
計
画
と
計
画
化
を
ソ
ビ
エ
ト
経
済
白
発
民
主
規
定
す
る
運
動

法
則
と
考
え
て
い
る
、
と
い
う
己
と
が
で
き
る
。
こ
り
よ
う
に
、
毛
の
後
は
っ
き
り
し
た
か
た
ち
で
で
て
く
る
計
画
化
法
則
論
は
、
す

で
に
、
ポ
リ

1
リ
γ
の
見
解
白
な
か
に
、
か
な
り
明
確
怠
か
た
ち
で
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(2) (1) 

ポ
n
y
l
リ
シ

同
右
。

前
持
論
文

七
八
ペ
ー
ジ
。

ソ
ピ
ェ

t
経
済
教
程
は
、
ど
り
よ
う
な
内
容
と
構
成
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
づ
い
て
、
ポ
リ
1
リ
ソ
は
、
な
に
よ
り
も

ま
ず
、
ソ
ピ

ι
1
経
済
白
発
展
が
、
た
に
か
自
生
的
過
程
で
は
な
く
、
労
働
者
階
級
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
V

タ
リ
ア
l
ト
の
独
裁
に
よ
る

生
産
関
係
の
改
造
白
過
程
で
あ
り
、
新
し
い
生
産
関
係
む
体
系
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
お
よ
び
共
産
主
義
と
な
づ
け

b
れ
る
新
し
い
生

産
体
制
主
っ
く

p
だ
す
過
程
で
あ
7

る
己
と
を
し
め
ず
必
要
が
あ
る
己
と
を
強
調
し
、
当
時
、
ソ
ピ

L

ト
経
済
の
運
動
法
則
に
つ
hv
亡
白
、

教
条
主
義
的
、
図
式
的
な
概
念
か

b
w
b
お
う
ぬ
け
だ
し
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
研
究
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
白
独
裁
に
よ
り
、
占
hv

経
済
を
新
し
い
社
会
主
義
経
済
に
づ
く
り
か
え
る
過
程
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
プ
ロ
V

タ
リ
ア

ー
卜
の
独
裁
と
い
う
概
念
は
ま
だ
教
条
主
義
的
に
し
か
考
人

b
れ
て
い
な
か
っ
た
己
と
を
指
摘
し

τ
い
る
。

従
来
の
経
済
政
策
に
か
ん
す
る
要
綱
の
欠
陥
は
、

n

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
役
割
が
、
た
ん
K
序
章
で
白
闘
争
と
り
あ
げ
b
れ
℃
い



る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
点
主
あ
げ
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
教
程
は
、
す
べ
て
の
章
で
、
順
を
お
ヮ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
作
用
を
し

め
し
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
作
用
し
、
資
本
ム
ヂ
義
経
済
於
共
産
主
義
経
済
に
改
造
し

て
い
く
か
を
し
め
す
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。
在
世
な
b
、
従
来
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
白
独
裁
は
、
古
い
社
会
を
新
し
い
討
会
に
つ

え
り
か
え
る
テ
コ
で
あ
る
と
W
う
指
摘
に
と
ど
主
り
、
そ
の
方
渋
h
T
形
態
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
あ
き
ら
か
に
さ
れ
亡
い
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
c

し
た
が
つ
で
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
教
程
で
は
、
経
済
管
理
機
関
、
協
同
化
な
γ
仁
の
具
体
的
な
改
造
過
程
、
経
済
建
設
や
国
家
建

設
に
同
民
金
積
極
的
に
参
加
き
せ
る
制
度
な
ど
を
あ
き

b
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
一
た
い

G

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
経
済
に
た
い
す

る
反
作
用
に
問
問
を
あ
き
ら
か
に
す
る
ば
あ
い
に
は
、
大
衆
を
社
会
主
義
建
設
に
ひ
常
一
い
れ
る
方
法
同
体
か
ヘ
ザ
ぜ
ひ
あ
き
ら
か
に
し
左

け
れ
ぼ
友
b
な
い
。
と
の
工
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
つ
H
℃
は
、
た
ん
に
序
章
に
お
い
て
の
べ
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
各

章
に
お
hv
て
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
一
に
党
や
国
家
の
諸
方
策
が
経
済
に
あ
た
え
る
作
用
、
政
治
と
経
済
と

の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
弁
証
法
的
な
作
用
、
反
作
用
に
つ
い
て
も
あ
き
ら
か
に
き
れ
た
け
れ
ば
た

b
た
い
。
と
く
に
、
経
済
と
政
治
正

の
弁
一
証
法
的
作
用
、
反
作
用
の
分
析
は
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
教
程
の
中
心
的
た
問
題
の
一
つ
で
あ
お
。
し
か
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

独
裁
D
も
と
で
の
政
治
と
経
済
と
の
あ
い
だ
の
関
係
は
、
新
し
い
関
係
で
あ
わ
ノ
、
商
品
経
済
、
資
本
キ
義
の
も
と
で
の
関
係
と
は
根
本

的
に
と
と
在
る
と
と
を
あ
き
ら
か
に
し
七
な
け
れ
ば
な
ら
一
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ポ
リ
l
リ
γ
は
、
従
来
の
経
済
政
策
に
か
ん
す
る
教
程
が
、
プ
ロ
V

タ
り
ア
l

I
独
裁
彩
、
た
ん
に
社
会
主
義
建
設

の
テ
コ
で
あ
る
と
い
う
記
述
以
上
に
で
佐
か
っ
た
点
を
、
教
条
主
義
的
、
な
あ
や
空
り
み
し
し
て
批
判
し
、
同
時
に
、
積
極
的
意
見
L

し
し
て

ど
の
よ
う
に
し
て
社
会
主
義
建
設
が
治
己
た
わ
れ
た
か
、
そ
白
方
法
と
形
態
を
も
具
体
的
に
あ
者
ら
か
に
す
る
己
と
が
必
要
な
こ
と
か
孔

強
調
し
た
。
こ
白
こ
と
か
ら
、
従
来
む
教
程
や
要
綱
に
み
ら
れ
た
よ
ろ
に
、
た
ん
に
党
や
政
府
の
諸
施
策
の
記
述
す
る
こ
と
で
は
友
く
、

社
会
主
義
経
済
学
町
生
成
主
発
品

第

九

巷

二
六
五

第
凹
号

九



社
全
王
義
経
済
学
の
長
成
と
発
展

第
九
一
巻

二
六
六

第
四
号

日
り

政
治
と
経
済
の
新
L
U
相
互
関
係
を
あ
き
ら
か
に
す
る
乙
と
が
必
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
、

と
で
の
関
係
と
は
、
原
則
的
に
こ
と
な
っ
て
い
る
己
と
を
あ
吉
ら
か
に
し
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
」
と
と
か
ら
、
ソ
ピ
ェ

l
社
会
経
済
に

「
商
品
経
済
、
資
木
主
義
の
も

お
け
る
生
産
関
係
を
両
LM
叫
に
研
究
す
る
と
と
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
K
た
っ
し
、
社
会
主
義
経
済
学
の
体
系
化

(
ま
だ
は
っ
き
り
と
社
会
主
義
経
済
学
と
い
う
こ
と
ば
は
つ
か
わ
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
教
程
と
い
っ
て
い
る
が
、
モ
の
内
容

か
ら
み
て
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
D

一
部
と
し
て
の
社
会
主
義
経
済
学
と
か
わ
ら
な
い
意
味
で
つ
か
っ
て
い
る
)
白
必
要
を
強
調
し

た
の
で
あ
る
。

(1) 

ポ
リ

l
リ
ン

刷
掲
諭
主

七
九
司

l
p
。

こ
の
よ
ろ
に
し
て
、
ポ
リ
1
リ
ン
は
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
教
程
で
は
、
生
産
関
係
、
す
友
わ
ち
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
日
生
産
、
分

配
、
交
換
白
分
野
に
治
け
る
一
括
闘
係
の
綿
密
左
研
究
、
た
に
よ
り
も
ま
ず
生
産
手
段
の
計
会
主
義
的
所
有
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
の

ベ
て
い
る
。

ポ
リ
I
リ
y
は
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
白
生
産
、
分
配
、
交
換
の
分
野
に
治
け
る
諸
関
係
の
研
究
内
容
と
し
て
、
生
産
手
段
の

社
会
的
所
有
の
問
題
、
社
会
主
義
企
業
、
都
市
と
農
村
と
の
関
係
、
社
会
主
義
企
業
聞
の
関
係
、
と
れ
と
関
連
し
て
ア
ル
テ
リ
形
態
、

キ
ッ
プ
、
貨
幣
に
つ
い
て
白
問
題
の
解
明
が
、
都
市
と
農
村
に
お
い
て
存
在
す
る
祉
会
主
義
生
産
関
係
を
理
解
す
る
う
え
で
ま
ず
第
一

に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
り
べ
て
い
る
。

つ
い
で
、
技
術
的
改
造
白
き
モ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
発
展
に
上
り
つ
く
り
だ
さ
れ
た
技
術
水
準
、
電
化
、
機
械
化
、
生
産

の
集
中
、
集
積
、
経
済
に
た
い
ず
る
組
織
的
、
計
画
的
作
用
が
、
生
産
用
具
、
技
術
白
利
用
干
技
術
系
数
に
沿
け
る
変
革
を
も
た
ら
し

た
か
。
こ
れ
LJ
の
問
題
は
す
べ
て
、
社
会
主
義
経
済
白
木
質
と
結
合
さ
れ
た
け
れ
ば
た

b
な
い
と
の
べ
て
い
る
。



ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
管
理
の
具
体
的
機
構
k
組
織
、
経
営
組
織
、
管
珂
形
態
、
計
画
化
、
生
産
力
白
組
織
と
運
動
白
形
態
で
あ
る
企
業
、

諸
官
庁
聞
の
関
係
、
そ
臼
構
造
、
単
独
責
任
制
、
生
陸
組
織
、
商
業
ー
組
織
、
信
用
組
織
、
利
潤
、
利
子
た
ど
も
研
究
白
対
象
で
あ
る
。

と
く
に
、
ポ
リ
l
リ
γ
は、

一
九
三
五
年
白
経
済
政
策
要
綱
に
欠
付
て
い
た
計
画
と
計
画
化
の
問
顕
を
解
明
す
る
こ
と
の
必
要
を
強

調
し
て
い
る
。
当
時
、
要
綱
に
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
は
計
画
経
済
で
あ
る
、
そ
し
て
価
値
法
則
は
、
渦
渡
期

経
済
の
経
営
に
は
適
用
さ
れ
た
い
、
み
し
い
ろ
こ
ー
と
が
一
記
述
吉
れ
て
い
る
に
寸
ぎ
た
か
っ
た
が
、
と
の
工
う
た
教
条
主
義
的
た
問
頴
の
提

起
は
、
計
両
に
つ
い
て
そ
白
特
徴
を
な
ん
ら
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
た
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
た
い
。
ボ
リ
I
リ

γ
も
、
こ
の
点

を
指
摘
し
、
計
両
的
発
展
を
具
体
的
資
料
に
よ
り
う
b
づ
け
、
平
日
具
体
的
形
態
、
計
画
化
の
新
織
そ
の
も
の
を
し
め
さ
た
け
れ
ば
た

ら
な
い
と
の
ベ
て
い
る
。
己
白
ば
あ
い
、
計
回
化
の
形
態
は
、
ボ
リ
l
ワ
γ
に
よ
れ
ば
、
た
だ
技
術
的
な
一
日
例
で
は
た
く
、
内
的
た
メ

カ
ユ
ズ
ム
で
あ
り
、
こ
の
メ
カ
一
一
ズ
ム
の
手
段
訟
か
り

τ、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
経
済
を
つ
く
り
か
え
る
も
の
で
あ
る
。

計
画
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
も
っ
と
も
重
要
な
用
具
の
一
つ
で
あ
り
、
計
画
化
の
方
法
と
形
態
全
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、

は
じ
め
て
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ

b
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
ゐ
け
る
牛
一

産
関
係
の
構
造
左

b
び
に
生
産
力
の
運
動
の
も
っ
と
も
重
要
た
特
徴
を
あ
告

b
か
に
す
る
、
計
画
白
具
体
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の

解
明
日
か
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ポ
リ
l
リ
ン
は
、
従
来
の
教
程
ギ
要
綱
を
批
判
す
る
な
か
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
白
独
裁
の
役
割
を
経
済
研
究
の

中
心
に
お
さ
、
そ
れ
が
経
済
を
つ
く
り
か
え
る
さ
い
に
た
す
け
と
す
る
計
両
化
の
諸
形
態
を
、
内
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、

「
ス
タ
ー

リ
γ
論
文
L

以
後
定
式
化
さ
れ
止
基
本
的
経
済
法
則
と
い
う
概
念
に
匹
敵
す
る
見
解
が
み
ら
れ
る
。

-
九
四
三
年
『
マ
ル
ク
ス
+
ゴ
義
の

旗
の
も
と
に
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
無
署
名
論
文
以
後
、
モ
の
存
在
を
み
と
め

b
れ
た
価
値
法
則
に
つ
い
て
は
、
ボ
リ
l
リ
γ
は、

「

イ而

社
去
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展

第
九
一
巻

二
六
七

第
四
号

四



社
会
主
義
経
済
学
O
生
成
と
発
展

第
九
一
巻

二
六
八

四

第
四
号

値
法
則
は
、
デ
ロ

V

タ
リ

7
1
ト
の
独
裁
が
確
立
さ
れ
た
瞬
間
か
ら
、
経
済
り
京
本
的
運
動
法
則
で
は
な
い
」
と
の
。
て

る
も
の
と
し
て
計
画
化
を
あ
げ
て
い
る
こ

F
か
ら
も
、
計
画
化
H
基
本
的
法
則
論
白
ウ
場
が
み
ら
れ
る
。

と
れ
に
か
わ

〕1
 

(
 
ポ
り

l
リ

γ

前
掲
論
文

八
一
ペ
ー
ジ
。

ソ
ヒ
ェ
ト
経
済
教
程
で
は
、
貨
幣
や
商
業
に
つ
い
℃
も
、
そ
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
ぼ
あ
い
、
ボ
リ
l
リ

γ
に
上
れ
ば
、
己
れ

b
D
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
資
本
主
義
経
済
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
経
済
上
の
道
具
で
あ
り
、
そ
の
機
能
阜
、
使
命
は
根
本
的

に
こ
と
な
り
、
社
会
主
義
建
設
の
事
業
に
奉
仕
す
る
道
具
だ
と
し
亡
、
己
れ

b
社
会
主
義
建
設
の
道
具
に
た
い
し
、
犬
き
左
注
意
を
は

b
う
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
問
題
は
、
抽
象
的
に
し
か
提
起
さ
れ
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
お
け
る
貨
幣
や
商
業
が
ど
の

上
う
に
機
能
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、
消
極
的
に
し
か
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ポ
リ

1
リ
ソ
は
、

ζ

の
点
在
指
摘
し
て
、
貨
幣
の
機

能
や
商
業
の
使
命
を
、
完
全
に
、
具
体
的
に
、
全
面
的
に
分
析
す
る
と
と
が
必
要
だ
と
の
ベ

τ
円
る
。
さ
ら
に
貨
幣
の
問
題
と
関
連
し
、

価
格
、
原
価
、
利
潤
の
問
題
自
解
明
の
必
要
を
の
ベ
、
こ
れ
ら
の
問
胞
を
抽
象
的
に
し
か
と
り
あ
げ
ず
、
何
絡
や
市
場
問
題
を
梓
視
す

る
己
と
か
ら
、
物
の
一
許
価
を
政
治
的
に
あ
や
ま
ら
し
め
る
上
う
な
、
ま
ち
円
か
っ
た
問
題
提
起
が
お
己
な
わ
れ
た
と
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

当
時
、
お
お
く
の
ひ
と
び
と
は
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
k
b
け
る
価
格
は
、
主
観
的
な
願
望
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
、
国

家
が
さ
め
る
計
画
卸
売
価
格
的
T

小
売
物
価
は
、
プ
ロ
V

タ
リ
ア
1

}

独
裁
の
あ
ら
ゆ
る
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
作
用
の
特
徴
を
あ
き

b
か

に
す
る
価
格
で
あ
り
、
原
価
白
問
題
と
価
格
の
問
題
と
は
、
お
士
が
い
に
関
係
が
な
い
、
と
い
ろ
見
解
が
、
一
部
の
経
済
学
者
の
な
か

に
な
が
ら
t
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
た
い
し
、
ポ
リ
I
リ
ソ
は
、
そ
れ
が
あ
や
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ソ
ビ
エ

ト
国
家
は
、
価
格
体
系
金
つ
く
る
ば
あ
い
、
原
価
や
生
産
費
用
の
問
題
に
け
っ
し
て
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
と
の
ベ
て
い
る
。

)
 

1
 

(
 
ソ
ビ
エ
ト
大
百
科
事
典
(
第
一
版
)
で
は
、
生
産
費
用
は
資
本
主
義
白
刃
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
っ
て
、
ソ
ド
£
ト
経
済
と
は
閑
係
が
な
い
、
原
価
に
つ



い
て
も
お
な
乙
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。

ポ
リ
l
リ
γ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
価
格
と
ほ
価
と
白
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
の
必
要
が
、
な
ぜ
あ
b
た
め
て
提
起
さ
れ
た
の
か
。

従
来
の
教
程
h
T
要
綱
で
な
ぜ
こ
の
問
題
が
軽
視
さ
れ
た
白
で
あ
ろ
う
か
ω

こ
の
問
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ソ
連
に
治
け
る

社
会
主
義
経
済
の
発
展
と
の
関
係
に
沿
い
て
、
モ
れ
を
み
℃
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二
0
年
代
に
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
経
済
学
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
見
解
が
支
配
的
で
あ
り
、
ま
た
広
い
意
味
で
の
一
経
済

学
の
一
部
と
し
て
社
会
主
義
経
済
学
の
存
在
主
主
張
す
る
人
び
と
も
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
作
用
し
た
経
済

諸
法
則
は
な
く
な
り
、
資
本
主
義
的
経
済
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
存
在
し
な
い
、

と
い
う
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

マ
ハ
R

オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

1
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
一
九
二
九
年
の
「
経
済
学
』
教
程
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
白
べ
て
い
る
。
「
統
一
的
計
画

に
も
と
づ
く
合
理
的
組
織
が
、
ソ
ビ
ー
ト
経
済
の
な
か
よ
り
完
全
に
自
己
を
貫
徹
す
る
よ
う
に
た
る
に
つ
れ
、
価
値
法
則
は
労
働
支
出

た
と
え
ば
、

ラ
ピ
ド

白
法
則
に
転
化
し
て
?
に
、
。
資
本
主
義
経
済
白
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
ま
た
、
モ
の
形
態
も
内
容
も
、
そ
の
内
容
の
消
滅
ゐ
よ
ぴ
モ
の
形
態

白
不
必
要
の
た
め
に
、
萎
縮
す
る
で
あ
ろ
う
。
ソ
ビ
エ
ト
経
済
が
社
会
主
義
経
済
に
た
り
お
わ
る
と
き
は
、
そ
れ
は
す
で
に
消
滅
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
・
己
資
本
主
義
的
経
済
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
す
る
白
は
、
資
本
主
義
か

b
社
会
主
義
へ
山
過
渡
期
で
あ
り
、
資
本

主
義
的
な
要
素
が
存
在
す
る
か

b
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
に
よ
り
、
国
民
経
済

の
社
会
主
義
的
改
造
が
完
了
し
、
社
会
主
義
的
経
済
形
態
が
支
配
的
に
在
っ
た
段
階
に
語
い
て
、
た
お
白
こ
る
貨
幣
、
商
業
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
商
品
H
H
資
本
主
義
経
済
に
固
有
な
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
社
会
主
義
経
済
の
な
か
で
、
ど
白
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
、
と
い
う
問

題
が
で
て
者
た
の
で
あ
る
。
モ
れ
ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
資
本
主
義
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ブ
ー
ト
の
独
裁
に
工
っ
て
、
国
民
経
済
の
社
会
主
義
的
改
造
の
た
め
に
テ
コ
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
る
経
済
用
具
で
あ
る
、
と
い
う
以
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上
の
解
明
は
な
さ
れ
た
か
づ
た
。
し
か
し
た
が
ら
、
社
会
主
義
経
済
形
態
が
支
配
的
K
左
目
、
し
か
も
た
治
貨
幣
、
利
潤
、
商
業
法
ど

の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
残
存
し
、
か
っ
国
民
経
済
の
な
か
で
、
現
実
に
そ
れ
ら
が
重
要
た
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
い
う
具
体
的
事
実
と
、

共
産
主
義
主
計
画
的
に
実
現
す
る
と
い
う
課
題
に
直
面
し
、
ど
う
し
て
も
、
討
会
主
義
白
段
階
に
お
け
る
貨
幣
、
価
格
、
原
価
、
利
潤

な
ど
の
相
互
関
係
の
解
明
、
お
よ
び
そ
の
関
係
を
規
定
す
る
メ
カ
ニ
月
ム
、
方
法
、
た
ら
び
に
政
策
左
と
白
問
題
を
解
明
す
る
と
と
が

必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
よ
う
に
、
た
ん
に
経
済
的
用
具
で
あ
る
、
と
い
う
教
条
主
義
的
記
述
の
み
で
は
、
社
会
主
義

経
済
の
問
題
を
な
ん
ら
解
決
す
る
も
白
で
は
な
く
た
っ
た
。
国
民
経
済
白
正
常
な
発
展
白
た
め
に
、
採
算
の
と
れ
た
い
企
業
や
部
門
を

な
〈
す
こ
と
は
、
現
実
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
利
潤
の
問
題
を
と
ヮ
て
み
よ
う
。
利
潤
は
、
企
業
活
動
に
と
っ
て
た
ん
ら

刺
激
で
は
な
い
、
と
い
う
い
ま
ま
で
支
配
的
た
見
解
は
、
実
践
的
K
有
害
な
結
果
を
あ
た
え
る
己
と
に
た
っ

τき
た
の
で
あ
る
。
モ
己

「
名
誉
」
た
こ
と
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
こ
の
利
潤
は
、
社
会
主
義
建
設
に
と
っ
て
も
、
勤
労

者
に
と
っ

τも
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
的
利
潤
と
は
ち
が
う
、
と
い
う
見
解
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

で
、
企
業
が
利
潤
を
う
け
と
る
こ
と
は
、

(1) 

ラ
ピ
ド
ス
U

オ
ス
ト
ロ
グ
ィ
!
チ
ヤ
ノ
フ
の
「
経
済
学
』
第
五
版
、
邦
訳
「
マ
ル
ク
ス
主
義
経
消
学
』
五
二
三
ペ
ー
ジ
。

以
上
の
よ
う
に
、
資
本
主
義
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
社
会
主
義
経
済
に
お
い
て
、
と
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
、

モ
れ
が
資
本
主
義
の
も
と
に
お
け
る
の
と
ど
の
よ
う
に
ち
が
う
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
明
す
る
と
と
が
、
実
践
的
に
も
理
論
的

に
も
必
要
と
な
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
た
く
し
て
は
、

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
の
具
体
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
、

具
体
的
特
徴
も
あ
き

b
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た

と
己
に

「
ソ
ビ
エ
ト
担
会
主
義
経
済
白
経
済
学
」

(ロ
pcEE22mMC剛

富
菌
室
目
白
色
。
耳
目
き
2
2
H
E
m両
国

2
5
2
5
5
M
S思
S
E
)
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
具
体
的
な
問
題
提
起
が
注
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
D
で
あ
る
。



(1) 

ポリ
1
リ
ン

前
掲
論
文

八
四
ペ
ー
ジ
。

ポ
リ
l
リ
ン
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
、
た
ん
に
教
条
主
義
的
命
姐
を
く
り
か
え
す
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
ま
で
の
ソ
連
に
沿
け
る
経
済
建
設
白
な
か
で
蓄
積
さ
れ
た
諸
経
験
、
具
体
的
諸
材
料
を
研
究
し
、
院
史
的
、
具
体
的
に
、
ソ
ビ
エ
ト

経
済
理
論
へ
接
近
し
、
か
っ
、
新
し
い
生
産
諸
関
係
世
、
発
展
の
な
か
で
、
運
動
の
な
か
で
、

一
般
化
し
、
体
系
化
し
、
そ
れ
に
一
つ

の
構
造
を
あ
た
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
社
会
経
済
学
世
づ
く
り
だ
し
、
教
授
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
H
こ
と
を
指
摘
し
た
白
で
あ
る
。
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